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非英語専攻学生に対するパラグラフ・ライティング指導

　　　パラグラフ概念の定着が支持文の創出を促す一

石橋　千鶴子

　本稿は、2004年9月3日中京大学で開催された第48回大学英語教育学会全国大会に於いて、

JACETライティング研究会が行ったシンポジウム「コミュニケーションを目指すライティン

グ指導一新しい方向を求めて一」の中で、事例（4）として筆者が口頭発表した内容に加筆し

たものである。

1．はじめに

　筆者は、長年、非英語専攻学生を対象にパラグラフ・ライティングの指導を行ってきた。学

生のライティング能力の実態を確認するために、毎学期指導を始める前に英文自己紹介文を書

いてもらう。その都度、学生のパラグラフ認識の欠如が確認され、その指導の必要性を認識さ

せられる。高校のライティング授業が和文英訳を中心に行われ、実際に英語で作文を書く機会

が殆どない（宮田2002）ため、パラグラフにっいて認識する機会が少ない状況がうかがえる。

　非英語専攻学生を対象に行ってきたパラグラフ・ライティング指導と効果にっいて、2004年

3月、「非英語専攻の学生に対するパラグラフ・ライティングの指導とその効果」と題して、

愛知淑徳大学『現代社会学部論集』第9号の中で報告した（石橋2004）。その「おわりに」で、

筆者は、「書き手が明白なトピックを意識すると、具体的な説明文の創出が容易になる様に思

われたのである。しかし、この点に関しては、書き手である学生自身の感想を確認しなければ

ならないだろう」（石橋2004：85）と述べた。この点を検証することが、本研究の主な目的で

ある。そのために、2004年7月、学期の終りに、非英語専攻学生対象のライティング・クラス

において、アンケート調査を行った。

　本稿では、上記科目の2004年4月～7月の授業活動に焦点を絞り、（1）学生のライティング

作品の分析、（2）アンケート結果の分析、という2っの視点から検証を行い、新たに確認さ

れたことを中心に報告する。

　第2章で本科目を履修した非英語専攻学生の英語ライティング能力の実態にっいて、第3章

で具体的な授業活動について、第4章でライティング作品の分析、第5章でアンケート調査と

結果の分析、第6章はまとめに当てる。

2．本科目履修者のライティング能力の実態

2004年4月、非英語専攻学生を対象にしたライティング科目2クラス（半期選択科目、1、

2年対象、少数の3年生を含む合計56人）において、学生のライティング能力の実態を把握
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するために、例年通り第1時間目の授業で30分程を割き、英語の自己紹介文を書いてもらった。

パラグラフ構成の有無に着目した分析結果を、1998（石橋1999）、2003（石橋2004）のものと

共に以下に示す。

パラグラフ構成が整っているもの パラグラフ構成の欠如したもの

1998年4月

2003年4月

2004年4月

110人中39人（35．5％）

82人中20人（24．4％）

56人中14人（25％）

71人（64．5％）

62人（75．6％）

42人（75％）

56名中、パラグラフの構成が整っていたのは14名、その中で構成とフォームの両方が整ってい

たのは2名だけであった。12名は、まとまりのある記述をしていたが、パラグラフのフォーム

は整っていなかった。今回も、パラグラフ認識が欠如した学生が75％と多いことが確認された。

1行に1センテンス書いている学生（28名）と、話題の異なる英文をただ書き連ねている学生

（14名）がいた。

　近年、コミュニケーション能力の養成を目指した英語教育が重視・強化されているにも関わ

らず、Groheが1988年に指摘した状況、すなわち、パラグラフを意識していない日本人学生

が多いため、彼等に日本語と英語のレトリックの違いを認識させなければならないという状況

（Grohe　1988）が全く変わっていないようだ。英文ライティング指導のあり方に、その責任が

あるように思われる。

　では、パラグラフに対する認識が、なぜ重要なのか。日本人の書いた英文に関する研究で、

読み手の理解を妨げる要因として、文法的誤りより不適切な語彙の使用や話題の混在が多いこ

とが検証されている（木村1996、Tange　et　al．1999、宮田編2002）。さらに、誤りを含む文で

あっても、トピックが明白で、十分な文脈が与えられていれば、その誤りが読み手の理解にそ

れほど大きな妨げにはならないことが確認されている（宮田編、2002）。まとまりある文脈か

らトピックにっいての背景情報が与えられていると、読み手の的確な状況推測が促されると考

えられるからだ［天満　（1989）参照］。そこで、パラグラフを意識して書かれているかどうか

は、読み手の理解に大きな影響を与えるため、非常に重要なのである。

3．　授業におけるライティング活動

3．1　パラグラフ・ライティングの指導

　2004年度前期ライティング・クラスにおける授業活動は、パラグラフ・ライティングの指導

後、コントロールしたライティングで仕上げる英語総合活動の実践であった。

　まず、授業の30分程を費やし、パラグラフの基本を簡単に説明し、テキスト（上地2000）にあ

るサンプル・パラグラフで確認した。1つのパラグラフには1つのトピックがあること、そして、

それを表現する主題文（topic　sentence）とそれにっいて具体的に説明・発展させる支持文

（supporting　sentences）からパラグラフが成り立っていることを理解させる。トピックが変わ

れば、必ず新たなパラグラフを始めることを強調、パラグラフの頭は、5、6文字分引っ込め

ることを理解させる。英文のパラグラフは、日本語文と異なり、すべての文がトピックに直線

的にっながっているということ、それゆえ、どの文も主題から逸れてはいけない（Grohe　1988）
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ということを重ねて強調する。

3．2　英語総合活動とControlled　writingの実践

　パラグラフを指導した後は、英語総合活動を行う。テーマを決め、意見交換した後、内容を

確認、そして、最後にその内容の要旨を書くというControlled　writingの実践を通して、パラ

グラフ構成の定着を目指した。岡（2002：112）が「すべての技能が統合的に展開される」内容

中心の多面的な総合英語活動が将来的に期待されていると述べているが、本総合活動は、強い

サポートを得たように思われる。なお、テキストは、サンプル・パラグラフの確認のためにだ

け部分的に使う。

　なぜ、コントロールしたライティング実践を重視するのか。一っには、パラグラフ・ライティ

ングの基本を半期で確実に定着させるため。理由のもう一点は、30人前後というクラスサイズ

で教員が添削を行うには、情報量と言語の調整なしでは難しい。添削に際限がなくなり不可能

になる。ライティングのフィードバックの方法と効果、そして学生の受けとめ方にっいては、

意見が分かれるところだが（Goldstein　2004）、筆者はこれまでのライティング指導の経験か

ら、コントロールした上で学生に英文を書かせ、教師が添削することが、特に学生への動機づ

けの点から効果的であると考えている。

　前期13回の授業実施で、課題として学生が提出したライティング作品は、計11点（4月・7

月の自己紹介文計2点を含み、レター・ライティングも1点として数える）であった。内容は、

以下の通りである：

（1）サマリー・ライティングの実施（2回）

ビデオ教材を用いて、英語オーラル・アクティビティーで内容を把握した後、最後にサマリー

を書く。学生数の多いライティング・クラスに有効な英語総合活動として、筆者が長年続け

てきた活動である（石橋1993）。活動の詳細は、以下の通りである（資料1参照）。

　　①ビデオのストーリーを視聴（5分x2回）。答えをつなげばパラグラフ／サマリーにな

　　　るような質問“summary　in　question　form”（Graves　1988）を与える。

　　②オーラル・アクティビティーで内容把握：上記の質問を使ったQ＆A、スクリプトを

　　　使った役割練習などを行う。

　　③サマリー・ライティング：内容を十分に把握した後、最後に行う。上記①の質問の答

　　　えをっなぎ、サマリーを仕一ピげる（資料1参照）。文法、語彙・表現の大きな間違い

　　　を添削して返却。

　　④仕上げとしてのレター・ライティング：修正したサマリーを手紙に入れこむ形でリラ

　　　イトする。

（2）「時間的配列」のパラグラフをテキスト（Unit　4）で確認。各自の“Weekly　schedule”

について英語で意見交換。口頭で確認した内容に基づき、第1パラグラフにweekday

scheduleについて、第2パラグラフでweekendsについて書いてくるよう指示。翌週、提出。

添削し返却（資料2参照）。その後、仕上げのレター・ライティングを課し、学生はリライ

トしてくる。
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（3）「比較・対照のパラグラフ」をテキスト（Units　6，7）で確認。英字新聞のディベート

記事“City　life　vs．　Country　life”を読み、意見交換。都市生活、田舎生活のそれぞれの魅

力と短所を英語で確認。確認内容に基づいて、第1パラグラフにcity　hfeの長所を、第2パ

ラグラフにcountry　lifeの魅力について書いてくるように指示（資料2参照）。その後の活

動は、上記（2）に同じ。

（4）「因果関係」のパラグラフをテキスト（Unit　8）で確認。テーマとして少子化の背景理

由とその結果にっいて意見交換し英語で確認。その内容に基づき、第1パラグラフにその背

景・理由を、第2パラグラフにその結果として生じる問題を書いてくるよう指示。翌週、提

出。添削し返却（資料2参照）。

（5）学期末7月の授業において、再び英文自己紹介文を書く（30分程）（資料1参照）。

　なお、上記の口頭活動は、日本語を交えながらも出来るだけ英語で意見交換を行い、英語で

確認する。それは、（1）英語習得のために、英語への接触を増やし、理解可能なインプット

を増やす必要があること（Krashen　1987）、（2）non－native　speaker同士のインターラクショ

ンであっても言語習得を促すという主張（Long　1985）　の2点を念頭においてのことである。

4．分析（1）　ライティング作品の分析

　半期授業で課したライティングのいずれも、書く前にまず、テーマにっいて口頭で意見交換

を行い、英語で確認。その確認された内容にっいて、第1パラグラフに何を書く、第2パラグ

ラフに何をという教員の指示に基づいて書いたcontrolled　writingである。そのため、学生の

ほぼ全員が、いずれの作品でもパラグラフ構成とフォームの整ったものを書いていた。それぞ

れ、文法、語彙・表現の大きな間違いを添削して返却、修正したサマリーを手紙に入れこむ形

でリライトすることを課したので、レター・ライティングも全員が合格と言って良い結果であっ

た。

　しかし、文法および語彙の改善は、あまり確認できなかった。そのため、ライティングの改

善状況を確認するためには、パラグラフ構成の有無がはっきり見られる4月および7月の英語

自己紹介文を比較しなければならないと思われた。それ以外の作品を比較しても、文法・語彙

の改善が少ないため、ライティング自体の改善を確認することは難しいと思われる。

　そこで、4月および7月の英語自己紹介文（2クラス合計56人）を比較・分析し、ライティ

ングの改善状況を確認することとした。ESL　Composition　Profile（Jacobs　et　al．1981）の分

析項目中のパラグラフ構成とフォームに着目、トピックを意識したまとまりのあるパラグラフ

が書かれているかどうか、順序だった一貰性のある話の展開となっているかどうかという点に

焦点を当てて考察、さらに自己紹介文の総語数の平均を比較し、数量的分析を加えた。その結

果、以下のとおり、確認された：

（1）先に述べたように、4月の自己紹介文では、パラグラフ構成があるものは25％だけ、他

はパラグラフの意識がないまま書かれていた。7月の自己紹介文は、パラグラフ構成および

フォームの両面で、ほぼ全員が十分に整っていた。順序だった話の展開でまとまりあるパラ
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グラフが書かれていた。平均総語数も、4月の64．9語から、7月には80．3語と、大幅に増加

していた。そこで、4月の自己紹介文と比べ、7月の作品では、ライティングの質的・量的

改善がはっきりと確認された。

（2）7月の自己紹介文で、ほぼ全員のものに確認されたことだが、4月と同じトピックにっ

いて書かれている部分で、その記述が大幅に増えていた。そこから、書き手が明白なトピッ

クを意識すると、具体的な説明文の創出が促されたことが推測された。この点に関しては、

次章で学生の感想・コメントの分析を通して、さらなる検証を加える。

　資料1の学生Aさん、Bさんのライティングそれぞれ4作品づっ（4月指導前の自己紹介文、

サマリー・ライティング、レター・ライティング、そして7月の自己紹介文）を見ると、指導

後のライティングにおける質的・量的改善が確認できるだろう。このような明白な改善が確認

できるのは、パラグラフ構成を意識していなかった学生が、それを意識して書くようになった

段階だけではないだろうか。その後は、6ヶ月間の学習で、文法や語彙の大きな改善を確認す

るのは難しい。今回も、指導後は、パラグラフ構成・フォームに関して問題がなかったが、文

法の間違いに気付いた者はほとんどなく、同じ誤りをくり返していた。

　文法の改善が難しいことに関しては、Yoshimura（1997）やOkumura（1997、1998）も同様の

指摘をしている。ライティング指導の結果、書く力においては改善を確認できたが、文法は改

善されなかったという。広瀬（1998）も、ライティングの指導において、指導前のライティン

グと4ヶ月後のものを比較、指導前に“good　writer”と見なされた学生より“weak　writer”であっ

た学生の方が大きな改善を示したと述べている。“good　writer”であっても、4ヶ月間では文

法・語彙などの面での改善は確認しにくかったのではないかと思われる。

　読み手の理解を妨げる要因として、文法的誤りより不適切な語彙の使用が深刻であることが

検証されている（Fujieda，　K．＆Mann，　R．1992a、1992b）。しかし、ライティングの質を高

めるためには、文法の改善も語彙の改善も重要であり、その改善方法は今後の検討課題である。
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＜資料1－1＞
　　　　①〈自己紹介文4周〉

2年生Aさんのライティング
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②〈サマリーライティング6月〉

ビデオFimti’ly　Alhum，〃M．のEpisode　l：

サマリーライティングのために、以下の質問を与えた。

1　Who　is　Richaid？Who　is　Alexandra？

20ne　day，　Richard　and　Alexandra　met　each　other　f（）r

　the　first　tirne．　Where　and　how　did　they　get　tO　know

　each　otheT？What　happened－to　Richard’s　bag　then？

3What　did　Alexandra　do　with　the　bag？

　　　　　↓ψ＝ニー

　　　　　　　　　　　　　　　　　④〈自己紹介文7月〉
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　June　25，2004
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＜資料1－2＞
　　　　　　　　①〈自己紹介文4月〉

1年生Bさんのライティング ④〈自己紹介文7月〉
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ビデオFamily　Album，　U．SA．のEpis（Xle　1：

サマリーライティングのために、以下の質問を与えた。

1
2
3

Who　is　Richald？Who　is　A！exandla？

One　day．　Mchard　and　Alexandra　met　each　other　fbr

出e　first　tirne．　Where　and　how　did　they　get　to　know

each　otler？What　happenedωRichald’sbag血en？

What　did　Alexandra　do　with　the　bag？
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＜資料2＞
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5．分析（2）　アンケート調査の結果と分析

5．1　調査結果

　7月末の授業において英語自己紹介文作成後、以下の質問2つに答えてもらった。質問2題

に対する学生の感想・コメントを以下に示す。

〈資料3＞　　　　　　　　　学生の感想・コメント

質問1　パラグラフを意識することで書きやすくなったか、それとも変わりないか。どう思うか。

分からないという者1名、変わらないという者1名。まだ十分に確信が持てないという者が回

答者49人（56人中7人欠席）中4人だった。以下に、そのコメントを示す：

・パラグラフを意識して書くと確かに書きやすいですが、1つのトピックを追求していくこと

　がまだ難しい。

・書きやすくなったが、1っのパラグラフにどれくらい詳しく書いていいのかわからない。

・どこからどこまでが1つのまとまりがあるのか未だ判断できないので、どちらとも言えません。

・パラグラフ・ライティングの原理は分かったけれど、1パラグラフ1トピックで書くのは難

　しいと思いました。っい話題がそれていきそうで難しいです。でも、1トピックで沢山書け

　るようになったと思います。

他は、すべて、以下のとおり肯定的なコメントであった：

・パラグラフを認識することで、自分で書いた文が読みやすくなったり、また1っのパラグラ

　フに対していろんな文章が思いっくようになった気がします。

・パラグラフを意識して英文を書くと、内容が思いっきやすくて、書きやすく感じた。頭の中

　でも整理されて書きやすくなったと思う。

・書きやすくなりました。後から見直す時に読みやすくもなりました。

・第1パラグラフにはこれを書こう、第2パラグラフにはこれを書こうと決めたら、とても書

　きやすくなって驚いた。英文を書くってこういうことなんだなと思った。

・「1つのパラグラフに1っのトピック」が、切る所が難しいときもあるけど、初めてそう教

　えてもらって。とてもわかりやすく、書きやすくなりました。

・パラグラフを意識すると具体例や文章の内容がふくらんで、書きやすくなった。後から、自

　分で読んだ時に読みやすくもなった。分かりやすいです。

・初めにそのパラグラフのコアになることを言っておけば、自然にその説明がうかんで書きや

　すくなりました。前はもっと漠然としていて何を書くと良いかわからなかった。

・パラグラフを意識すると、文章の説明がしやすくなりました。文を作るのが楽になったし、

　頭も整理しやすい。

・はじめての頃は、どうやって、どういう展開にしていけばいいか分からなくて書くのが難し

　かったけれど、パラグラフを意識し始めたら、内容を1っに決めて進めていくことで、すご

　くスラスラと文が書けるようになったと思います。

・書きやすくなった。Topicが決まれば、内容がふくらませやすいかもしれない。

・最初は、難しかったけど、慣れてくるうちに書きやすいとおもうようになりました。文の書
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　きたいことがハッキリしてくるので。

・明確になったことで書きやすくなっていると思います。

・意識するとパラグラフをっくらなきゃいけないから、いろんな事を書こうと思って、文が増

　えてよいと思う。

・文章が書きやすくなりました。パラグラフを考えないで書こうとすると、いろいろな事を書

　きすぎて、結局まとまりがない、だらだらとした文章になっていました。しかし、パラグラ

フの事を考えて書くと、1つのトピックに対して、より詳しく、まとまりがある文章が書け

　るようになったと思います。

・最初より書きやすかったです。整理して書けるので、文章がつくりやすいです。

・1っのパラグラフを内容あるものにしようと努めるので、パラグラフを意識した方が書きや

すくなった。

・文章が書きやすくなりましたが、前よりも構成を考えて書くようになったので時間はかかる

ようになったかも。でも、その分、前より良い文章が書けている…．と思います。

・今迄よりも楽に英文が書けるようになった。

・英語の文章を書く時、今迄は何も特に考えず気のむくままに書いていたため、パラグラフを

意識すると突発的なことが書けないので、書きにくいと感じたが、パラグラフにして書くと、

何を書くのかが決められるので、関連したことなどがすぐに思いっき書きやすくなったし、

長く文章を書けるようになった気がする。

・1トピックでパラグラフを書いていこうと思うと認識前に比べて文がだらだら続かないので、

書きやすくなったかなと思います。

・まだ意識して書いている分書きにくいけど、慣れれば書きやすくなると思う。

・パラグラフを意識していた方がいいと思う。

・書きやすくなった。今までよりも楽に英文が書けるようになった。

・Yes．でも、私は語彙が少ない。

・よくなった。Yes．／ちょっと書きやすくなった気がする。（同様のコメントが複数）

質問2　半期の授業でパラグラフに対する認識が定着したと思うか。

回答者49人中「良く分からない」の1人を除き、全員が「定着したと思う／まあまあ定着した

と思う」という回答であった。「パラグラフの分け方が、いまいち良く分からない部分がある」

とか「1トピックの中にある1っの共通点でそのまま続けて書いているのですが、今ひとっ身

にっいていないようです、自由課題の場合jという追加コメントをした者が計4人いた。

他は、すべて、以下のとおり肯定的なコメントであった：

・今まで知らなかったので、知ってから英語の文章を書く時に、すごくパラグラフを意識して

　書くようになった。宿題で文を作る度に少しは慣れてきた気がする。

・1パラグラフ1トピックという考え方は、日本語の文でも意識しなければならないところで

　すが、なぜ必要かというのをこの授業で認識できたと思います。読み手により確かに伝える

　ために、パラグラフの認識は大切だと分かりました。
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・私は、全く知らなかったパラグラフにっいて、とても認識し、定着したと思います。

・パラグラフ認識が定着しつっあると思う。自分では意識して書いているつもり。書く前にこ

のパラグラフでは何を書こう考えてから取りかかる様なったので、ダラダラした文、必要の

ない文を改善できるようになった。

・定着したと思う。でも、意識しすぎて、たくさんパラグラフを作ってしまうので、そこが難

　しいです。

・パラグラフは、常に意識して書けるようになりました。

・短い手紙やちょっとした文章でも、パラグラフを認識して書くようになりました。

・まだ、時々パラグラフを分けるか迷う時がありますが、毎回ライティングをしているうちに、

初めよりは断然パラグラフライティングにっいて分かったと思います。

・まだまだ気をっけないと間違えそうだけど、少しづっできていると思う。

・知ってよかった。

・今迄意識してパラグラフを考えたことがなかったが、パラグラフというのを自然に意識する

ようになったのではと感じる。

・定着できているかどうかは分からないけど、自分なりにパラグラフを意識して書けるように

　はなった。

・定着したと思う。以前は気にもしませんでした。

・昔とあまり変わらないです。このことは知っていたから。文章構成は楽になりました。

・パラグラフがとても重要だということを学んだ。

・定着してきました。英文を書く時に、ちゃんとパラグラフを考えるようになりました。

・書くのがスムーズになった。

・パラグラフ認識が80％できた（自己紹介文では難しい）。

・まあまあできるようになった。でもまだ分からない時もある。

・Yes．／まあまあ定着したと思、う。（同様のコメントが複数）

5．2　アンケート結果の分析

（1）質問1への回答：

「パラグラフを意識して英文を書くと、内容が思いっきやすくて、書きやすく感じた。頭の中

でも整理されて書きやすくなったと思う」、「関連したことなどがすぐに思いっき書きやすくなっ

たし、長く文章を書けるようになった気がする」、「パラグラフのことを考えて書くと、1っの，

トピックに対して、より詳しく、まとまりがある文章が書けるようになったと思います」など。

　これらのコメントに集約される学生の回答内容は、驚くほど肯定的なものばかりだった。こ

れらのコメントから、パラグラフを意識して書くことにより、トピックについての支持文の創

出が容易になったことが確認されたと言える。パラグラフを意識して英文を書くと、トピック

に関連したことがすぐに思いっき、書きやすくなり、まとまりのある長い文章が書けるようだ

という学生達の感想は、パラグラフ・ライティングの効果を確信させてくれる貴重な“証言”

である。
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（1）質問2への回答：

「（パラグラフにっいて）まったく知らなかった」「知ってよかった」など。

　問2に対して、「パラグラフの分け方が、いまいち良く分からない部分がある」と感じてい

る者がいるが、殆ど全員が定着したと思う・まあまあ定着したと思うという回答であった。4

月の自己紹介文ですでにパラグラフ構成が整っていた学生の1人は、「昔とあまり変わらない

です。このことは知っていたから。文章構成は楽になりました」と書いていた。

　「今まで知らなかったので、知ってから英語の文章を書く時に、すごくパラグラフを意識し

て書くようになった」、「私は、まったく知らなかったパラグラフにっいて、とても認識し、定

着したと思います」、「知ってよかった」などのコメントは、学生達の貴重な“証言”として受

けとめなければならないと思われる。大学の1、2年生、英語学習を始めて7、8年もたって

いる時に、英文の基本であるパラグラフにっいてまったく認識していなかったという学生達の

ことばが意味するところは大きい。それまでに、パラグラフにっいて指導されていなかったと

いうことである。英語教育が重視・強化されているにも関わらず、パラグラフに対する認識の

欠如した学生が多いのも当然である。これは、まさに、英文ライティング指導のおくれた状況

を物語っている。

　英文ライティング指導の不十分な状況にっいて、杉浦（2002：150）が的確に指摘している。

「コミュニケーションを重視した外国語教育では、『話す、聞く、書く、読む』という4技能の

うち『書く』力の要請が一番おくれているといえる。これは、非母語話者の教師には、学習者

が書いた者が『正しい』かどうかという判断が難しい場合が多いという点と、多人数の学習者

に対して一人の教師という授業形態ではすべての作文に目を通すのは教師に負担がかかり過ぎ

るという現実問題のため、授業が行いにくいからと考えられる。」そして、「外国語学習の多数

をしめる初級・中級レベルでは、学習者の多くがコミュニケーション能力としては『話す、聞

く』に関心があるため、『書く』ことの教育の不十分さという問題は『幸いにも』大きな問題

としては表面化せずにすんできてしまった」と言う杉浦の言葉は、非常に説得力がある。英文

ライティング指導のあり方が問われなければならないだろう。

　そして、パラグラフについて「全く知らなかった」「知ってよかった」という学生のコメン

トは、もう少し早い段階で、英文ライティングの基本としてのパラグラフを指導し、認識させ

る必要があることを確信させてくれる。

6．まとめ
　本研究が対象とした授業では、まず、パラグラフ構成を認識していない者の多い非英語専攻

生に、パラグラフ・ライティングを定着させることを目指した。パラグラフにっいて理解させ

た後、英語総合活動とコントロールしたライティング実践という半期の指導で、それまでパラ

グラフの認識がなかった学生に、英文ライティングの基本としてのパラグラフ概念を定着させ

られることを確認した。そして、学生のライティング作品、および、学生の感想・コメントの

分析から、以下の3点が確認された：
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（1）半期のパラグラフ・ライティング指導で、学生のライティングが質的にも量的にも大

きく改善された。

（2）書き手がパラグラフを意識すると、トピックに関する支持文の創出が容易になった。

学生達は、パラグラフを意識して書くと、トピックに関連したことがすぐに思いっき、英文

が書きやすくなったと、コメントしている。

（3）学生達は、パラグラフにっいて「全く知らなかった」、「知ってよかった」と述べてい

る。なるべく早い段階にパラグラフ・ライティングの指導をすることが必要かっ効果的だと

思われる。

　パラグラフを意識すると、トピックに関連したことがすぐに思いっき、英文が書きやすくなっ

たというコメント、そして、パラグラフにっいて「知ってよかった」という学生達自身のこと

ばは、貴重な証言として受け止めなければならないだろう。これらを念頭に置き、さらに多く

のライティング実践を促していきたい。そして、書くことにより英語の発信力を強化していく

ことが期待できるだろう。今回行ったライティング作品およびコメントの分析は、パラグラフ

概念の定着をはかることが英文ライティングを容易にし、ライティングにおける発信力養成に

っながることを、確信させてくれたと言えるだろう。
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